
（様式第２号） 

 

SDGs達成に向けた宣言書（要件１） 

 

令和 ８ 年 ３月 ３日 

 

  住  所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町  

4丁目 463番地           

企業名 ウォータースタンド株式会社     

代表者  代表取締役社長 本多 均     

 

当社は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。 

 

記 

SDGs達成に向けた経営方針等 

弊社は SDGs のゴール「６ 安全な水」「３ 健康」「11 住み続けられるまちづくり」「12 つくる責任

つかう責任」「13 気候変動に具体的な対策を」「14 海の豊かさを守ろう」の達成を実現するため

に、マイボトルへの給水を呼びかけ、2030 年までに日本の使い捨てプラスチックボトルを 30 億本

削減し、未来の世代のためにより良い地球環境を引き継ぎます。 

 

３側面 

（主な分

野に○） 

SDGs達成に向けた 

重点的な取組み 

2030年に向けた 

指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

登録年月日：R 年 月 日 

環境 

社会 

経済 

・業務プロセスにおけるエネル

ギー・CO2排出の抑制 

・商品ご使用時のエネルギー・

CO2排出の抑制 

・商品ライフサイクルの長期

化・部品の再利用などによる資

源循環を意識したビジネスモ

デルの徹底 

環境負荷の低い浄

水型ウォーターサー

バー「ウォータースタ

ンド」のレンタル台数

が 2030 年 3 月まで

に 90万台 

 

環境 

社会 

経済 

・地域密着型の拠点展開によ

り、有事の場合もお水を継続し

て提供するレジリエントな体制

を構築 

・定期的に商品ラインナップを

見直し、省エネルギー型商品

を提案することで社会とサービ

スのサステナビリティを実現 

・お水の品質を守るための知

識・技術を備えた人財の育成 

2030 年 3 月までに

未来の世代とマイボ

トル活動の意義を共

有するための出前授

業実施件数 60 件以

上 

 



環境 

社会 

経済 

お水に関する「不」（不便・不

足・不安）の解消 

2030 年 3 月までに

全国の無料給水スタ

ンド 10万台以上 

 

 

【記載留意点】 
・上記については「SDGs達成に向けた経営方針等」を記載いただくとともに、（様式第３号）「SDGs
達成に向けた具体的な取組」（要件２）に記載いただいた取組を踏まえ、「SDGs 達成に向けた重
点的な取組」を記載してください。 
・指標は、原則として数値目標を記載してください。 
・「環境」、「社会」、「経済」の 3側面の全てについて重点的な取組を記載してください。なお取組
が複数の分野にまたがる場合は、それぞれの分野に「○」をしてください。 
・重点的な取組及び指標の進捗状況については、新規登録時は記入不要です。 
・重点的な取組及び指標の進捗状況については、年 1回以上進捗管理を行い、状況を記載して
ください。 


